
安
（
阿
）
留
曼
須
（
寸
）
は
、
ど
日
昌
目
ま
た
は
国
の
『
昌
働
口
巨
“
と
考
え
ら
れ
時
代
的
に
問
題
の
あ
る
人
物
で
あ
る
が
、
か
な
り
以
前
よ
り

（
一
）

外
科
の
教
授
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
「
阿
藺
陀
外
科
之
濫
鵤
」
は
拙
者
に
は
極
め
て
興
味
が
あ
る
。
な
お
オ

ラ
ン
ダ
外
科
医
名
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
永
積
氏
の
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
」
に
よ
る
時
代
的
類
推
に
よ
っ
た
。
御
叱
正
を
請
う
も
の
で

あ
る
。

い
0

ア
ル
マ
ン
ス
流
和
藺
陀
外
科
免
状
（
巻
子
本
）
は
拙
者
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
大
野
藩
医
林
雲
端
（
連
子
）
が
、
享
保
十
四
年
（
一
七

二
九
）
同
藩
の
松
田
與
三
左
衛
門
に
授
与
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
さ
ら
に
そ
の
松
田
忠
興
よ
り
、
同
藩
の
藩
医
瀧
波
宗
元
に
伝
授
し
た
も

の
で
、
「
右
之
一
流
之
書
物
拾
八
巻
井
二
巻
物
二
通
云
々
」
の
一
流
の
書
物
と
こ
の
巻
物
の
外
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
他
の
一
通
は
現
在
な

阿
蘭
陀
外
科
免
状
（
巻

阿
蘭
陀
外
科
之
濫
腸

寛
永
二
十
年
阿
蘭
陀
国
實
客
渡
鍵
靭
国
時
暴
風
吹
船
瓢
著
本
朝
陸
奥
国
南
部
浦
山
城
守
源
重
直
収
船
中
数
十
口
献
干
江
戸
台
命
議
之
此
年
阿
蘭
陀
加
毘
多

牟
延
佐
羅
喜
待
命
長
崎
微
窮
事
實
杲
皆
阿
蘭
陀
国
人
也
以
数
十
口
付
加
毘
多
牟
延
佐
羅
喜
令
送
干
本
国
慶
安
二
年
阿
蘭
陀
国
使
者
加
毘
多
牟
梵
論
胡
須
至

和
藺
陀
外
科
免
状
（
題
篭
）

（
巻
軸
題
筌
）

ｌ
ア
ル
マ
ン
ス
流
阿
藺
陀
外
科
之
濫
膓
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
二
号

昭
和
六
十
三
年
四
月
三
十
日
発
行岩

治
勇
一

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
七
日
受
付
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謝
之
時
獄
筆
石
火
箭
者
愈
利
安
外
科
阿
留
曼
須
供
至
江
戸
朝
大
猷
院
大
将
軍
明
年
九
月
十
八
日
奉
命
辞
江
戸
十
月
二
十
二
日
帰
子
長
崎
大
将
軍
喜
遣
境
察

枕
令
武
士
瞥
者
等
習
彼
藝
術
習
外
科
者
数
人
田
村
寂
貞
子
其
一
也
自
是
阿
蘭
陀
外
科
行
本
朝
蓋
安
留
曼
寸
其
外
科
権
輿
哉
一
言
安
留
曼
寸
日
余
自
結
髪
専

攻
外
治
捜
快
諸
家
浩
潮
汪
津
不
得
適
従
而
帰
一
蓋
筈
之
為
法
也
治
内
之
難
治
外
尤
難
内
症
不
及
子
外
也
症
而
厚
子
内
也
内
外
合
一
之
論
中
華
逵
詰
至
突
壼

芙
不
竣
復
賛
祗
憾
外
治
因
無
拠
径
不
中
其
肯
繁
洵
槍
海
之
遺
珠
也
近
代
紅
毛
阿
留
曼
寸
偶
挾
外
科
霊
術
而
懸
壺
於
肥
長
崎
市
建
其
倦
方
之
殊
效
柳
樹
起
瘤

非
人
間
世
之
所
賭
殆
怪
來
自
龍
宮
如
在
蒼
姫
之
世
當
列
之
天
査
瘍
瞥
既
江
都
台
聴
命
諸
瞥
重
騨
為
言
獄
之
営
中
自
是
阿
蘭
陀
外
科
行
子
本
朝
余
亦
寓
止
幸

得
親
炎
而
與
聞
審
其
殺
青
而
破
割
揃
涜
之
術
膏
油
更
煉
之
法
與
夫
外
国
薬
品
之
緬
全
備
突
嗣
后
須
庭
賓
阿
無
須
與
利
安
加
須
波
留
等
良
薔
代
來
益
為
之
参

究
而
有
得
救
活
之
妙
窮
也
一
員
吾
子
遊
予
門
下
潜
心
鎖
研
有
数
季
所
因
探
青
嚢
中
而
附
焉
匪
其
人
而
勿
明
傳
之
憾
有
情
能
而
自
負
則
其
師
之
罪
人
也
古
日

醤
者
意
也
思
精
則
得
之
其
青
於
藍
誼
無
望
子
他
日
哉
勉
蝿
慎
解

安
留
曼
寸

享
保
拾
四
己
酉
暦

右
之
一
流
之
書
物
拾
八
巻
井
二
巻
物

二
通
相
渡
不
残
傳
授
仕
候
也
見
在
間
敷
者
也

松
田
與
三
左
衛
門
殿

瀧
波
宗
元
老
江

寛
政
二
戌
年
正
月
吉
日

八
月
吉
日

松
田
與
惣
左
衛
門

忠
興
（
花
押
）

吉
永
舛
庵
寂
翁
子

吉
永
舛
雲
寂
翁
子

田
村
舛
意
寂
貞
子

林
雲
端
連
子

「
印
」
連
子
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（
訳
）
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
阿
蘭
陀
国
の
買
客
が
燵
靱
国
に
渡
る
と
き
、
暴
風
が
吹
き
船
（
オ
ラ
ン
ダ
船
プ
レ
ス
ケ
ン
ス
厚
③
鼻
ｇ
堕
号
）
が
、
本

（
甲
比
丹
）

朝
陸
奥
国
の
南
部
浦
に
瓢
著
。
山
城
守
源
重
直
が
船
中
の
数
十
口
を
収
め
江
戸
に
献
す
。
台
命
之
を
議
し
、
こ
の
年
阿
蘭
陀
、
加
毘
多
牟
、
延
佐
羅
喜

Ｑ
騨
口
ぐ
斡
冒
国
“
命
日
且
）
命
を
長
崎
に
待
つ
。
事
実
を
微
に
窮
め
果
し
て
皆
阿
蘭
陀
国
の
人
な
り
。
数
十
口
を
も
っ
て
加
毘
多
牟
、
延
佐
羅
喜
に
付

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
阿
蘭
陀
国
の
使
者
加
毘
多
牟
梵
論
胡
須
（
シ
冒
昏
。
日
。
ぐ
画
目
犀
。
胃
罠
。
目
）
至
っ
て
こ
れ
を
謝
す
と
き
、
撃
石
火
箭
者

愈
利
安
（
旨
冒
⑦
邑
砕
冨
旦
巴
）
外
科
阿
留
曼
須
（
驚
日
四
口
目
函
ま
た
は
国
①
『
白
い
ロ
目
印
で
あ
る
が
、
国
日
日
秒
ロ
日
嗣
昌
園
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

の
渡
来
、
同
二
年
九
月
二
十
二
日
帰
帆
の
も
の
で
あ
り
、
国
９
日
脚
目
扁
瞬
の
烏
ｇ
四
月
（
永
積
氏
平
戸
蘭
館
日
誌
）
で
な
か
ろ
う
か
）
供
江
戸
に
至
っ
て

大
献
院
大
将
軍
（
徳
川
家
光
）
に
朝
す
。
明
年
（
慶
安
三
・
一
六
五
○
）
九
月
十
八
日
命
を
奉
し
て
江
戸
を
辞
し
、
十
月
二
十
二
日
長
崎
に
帰
る
。
大

将
軍
喜
二
通
境
察
耽
一
、
武
士
薔
者
等
を
し
て
彼
の
芸
術
を
習
わ
し
む
。
外
科
を
習
う
者
数
人
、
田
村
寂
貞
子
其
一
な
り
。
こ
れ
よ
り
阿
蘭
陀
外
科
本
朝

に
行
わ
れ
る
蓋
し
安
留
曼
寸
そ
の
外
科
の
権
輿
か
な
。

安
留
曼
寸
が
曰
く
余
髪
を
結
ん
て
よ
り
、
外
治
を
攻
む
。
諸
家
を
捜
決
し
て
浩
潮
汪
津
と
し
て
適
従
し
て
一
に
版
す
る
事
を
得
ず
。
け
だ
し
醤
の
法

ラ
ウ
テ
ツ

た
る
や
、
内
を
治
す
る
事
の
難
外
を
治
す
る
事
も
っ
と
も
難
し
、
内
症
外
に
及
ぼ
す
症
し
か
も
内
に
厚
け
れ
ば
な
り
。
内
外
合
一
の
論
、
中
華
達
詰
至

ウ
ラ
ム
ラ
ク

シ
ヨ
ウ
ケ
イ

リ
尽
せ
り
、
ま
た
賛
す
る
こ
と
を
ま
た
ず
、
ま
さ
に
憾
は
外
治
の
捷
径
な
き
に
よ
り
、
そ
の
肯
繁
に
あ
た
ら
ざ
る
こ
と
、
洵
に
槍
海
の
遺
珠
な
り
。

タ
マ
ゥ
マ

近
代
紅
毛
阿
留
曼
寸
偶
外
科
の
霊
術
を
挾
ん
で
、
壷
を
肥
の
長
崎
市
建
に
懸
く
。
そ
の
侭
方
の
殊
效
、
柳
樹
瘤
を
起
す
、
人
間
世
の
暗
る
所
に
あ
ら

ず
、
ほ
と
ん
ど
龍
宮
よ
り
来
る
か
と
怪
し
む
。
ご
と
し
蒼
姫
の
世
に
あ
ら
は
、
当
に
之
を
天
雷
瘍
医
に
列
す
べ
し
。
す
で
に
江
都
の
台
聴
諸
医
に
命
じ

て
駅
を
重
ね
書
を
な
し
こ
れ
を
営
中
に
献
す
。
こ
れ
よ
り
阿
蘭
陀
外
科
本
朝
に
行
わ
れ
る
。
余
（
田
村
舛
意
寂
貞
子
）
ま
た
寓
止
り
幸
い
に
親
炎
を
得

て
、
與
に
聞
き
、
そ
の
殺
青
を
審
に
す
、
破
割
灌
淀
の
術
、
膏
油
礎
煉
の
法
と
夫
の
外
国
薬
品
の
穂
と
全
く
備
る
。
后
を
嗣
ぎ
、
須
庭
賓
Ｂ
ｏ
ｓ
①
房

聾
①
ぐ
ｇ
い
が
考
え
ら
れ
る
が
時
代
的
に
嗣
騨
邑
国
目
聾
騨
昌
胃
矧
）
阿
無
須
與
利
安
（
旨
§
８
国
の
層
①
冒
答
）
加
須
波
留
６
路
肩
『
呼
冨
ョ
胃
碕
目
）

等
良
医
代
り
来
り
ま
す
ま
す
参
究
し
て
救
活
の
妙
窮
を
得
る
こ
と
あ
ら
し
む
る
な
り
。
吾
子
予
か
（
田
村
舛
意
）
門
下
に
遊
び
、
心
を
潜
め
て
鑛
研
数
季

ミ
ダ
リ

モ
シ
ク
ノ
ミ

所
あ
り
、
よ
っ
て
青
褒
中
を
探
っ
て
吋
嘱
す
。
そ
の
人
に
匪
し
て
明
に
こ
れ
を
伝
う
る
こ
と
な
か
れ
。
侭
能
を
崎
し
か
し
て
自
ら
負
む
こ
と
あ
る
と
き

は
、
そ
の
師
の
罪
人
な
り
。
古
に
曰
く
医
は
意
な
り
。
思
精
き
と
き
は
こ
れ
を
得
る
。
そ
れ
藍
よ
り
も
青
き
こ
と
誼
ん
そ
他
に
望
む
こ
と
な
か
ら
ん

ヒ
ヒ

や
。
日
に
か
な
勉
め
よ
や
慎
し
め
よ
や
。

し
、
本
国
に
送
ら
し
む
。
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次
に
当
流
伝
授
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
吉
永
升
庵
・
寂
翁
子
、
吉
永
升
雲
・
寂
翁
子
は
、
中
野
操
先
生
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
天
和
元
年

（
一
六
八
一
）
文
献
に
、
吉
永
升
庵
、
当
流
伝
奇
要
撮
抜
書
、
吉
永
升
雲
、
軍
陣
金
創
秘
極
巻
（
父
升
庵
ト
ノ
合
作
ニ
シ
テ
実
二
本
邦
軍
陣
外

（
一
一
）

科
書
ノ
哨
矢
ト
ス
）
と
あ
る
。
田
村
舛
意
、
寂
貞
子
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
林
氏
は
、
そ
の
初
代
は
先
主
石
川
美
作
守
乗
政
（
信
濃
国
小

諸
城
主
）
で
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
本
道
外
科
と
し
て
越
前
大
野
藩
土
井
氏
に
召
出
さ
れ
、
代
々
大
野
藩
医
で
あ
る
。
さ
て
伝
承
者
の
序

（
一
二
）

次
で
あ
る
が
、
古
文
書
的
に
は
阿
留
曼
須
↓
田
村
舛
意
（
寂
貞
子
）
↓
吉
永
父
子
（
升
庵
、
升
雲
）
↓
林
雲
端
（
連
子
）
と
な
る
が
、
あ
る
い

タ
ネ

は
田
村
舛
意
↓
林
雲
端
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
子
」
の
つ
く
こ
と
は
そ
の
相
伝
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
連
署
名

（
本
文
と
異
筆
）
で
あ
る
が
、
林
雲
端
（
連
子
）
筆
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
田
村
、
吉
永
父
子
は
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
「
寂
」
の
字
は
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

注

（
一
こ
乗
政
助
十
郎
、

二
一
）
林
氏
由
緒
書

林
氏
略
系
譜

一
林
雲
端

二
林
雲
端

三
林
雲
端

四
林
雲
端

五
林
雲
仙

（
一
）
「
寛
永
十
八
辛
己
年
（
一
六
四
こ
紅
毛
人
が
平
戸
よ
り
長
崎
に
移
転
し
た
折
に
は
外
科
医
ユ
ウ
リ
ア
ー
ン
・
ヘ
ン
セ
レ
イ
ン
嵜
巨
§
昌

国
ｇ
の
⑦
毎
口
（
○
門
嵜
員
旨
①
巨
国
ｇ
”
①
冒
瞥
）
が
い
た
。
彼
は
上
使
井
上
筑
後
守
お
よ
び
長
崎
奉
行
（
馬
場
三
郎
左
衛
門
拓
平
右
衛
門
両
者
）
の
希

望
に
よ
り
、
長
崎
に
留
ま
り
て
、
外
科
の
教
授
を
ひ
き
う
く
る
事
に
な
っ
た
」
（
商
館
日
誌
、
一
六
四
一
年
十
月
二
十
二
日
の
条
）
西
洋
医
術
伝

来
史

（
連
子
）

（
一
旦
ヱ
Ｊ
）

（
明
子
）

（
直
子
）

（
翼
子
）

美
作
守
、
能
登
守
、
美
作
守
、
従
五
位
下
、
松
下
和
泉
守
乗
壽
が
二
男
。
母
は
赤
城
氏
（
新
訂
寛
政
重
修
譜
）

（
大
野
市
史
藩
政
資
料
篇
二
）

元
文
五
年
九
月
十
日
没
林
光
院
雲
洞
居
士

宝
暦
十
二
年
九
月
七
日
没
随
心
院
法
雲
居
士

天
明
八
年
二
月
廿
三
日
没
深
林
院
雲
長
居
士

寛
政
十
一
年
七
月
七
日
没
玉
林
院
祥
雲
日
凉
居
士

安
政
四
丁
己
年
三
月
五
日
没
永
林
院
壽
燕
日
信
居
士
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五
十
三
年
十
二
月
二
十
日

六
林
雲
渓
（
為
子
）
明
治
二
己
巳
年
八
月
廿
七
日
没
瑞
林
院
遙
雲
日
晴
居
士

（
福
井
医
科
大
学
医
学
部
医
史
学
）
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